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不足しているという認識を持っている。この対応として、EUの FP7 のファンドを受けた EUDATプ

























































































は、「科学技術動向」2006 年 3 月号で紹介してある
ので参考にしていただきたい1）。
1 はじめに 2 中国における技術予測の実施動向





第 5 回以降の概要を図表 1 に示す。
　中国科学院（CAS）傘下の予測科学研究センター10）
















































をまたぐ研究や「非共識研究（Non Common Sense 
investigation）」を相互に協調して行うこと、などの
4 点について述べた。

















　上海市において 2005 年から 2008 年にかけて実
施された技術予測の参加者数は、2001 年の 53 人か
ら始まって、2005 年時点で 101 人、2009 年時点で
115 人であった。参考文献 16 で確認できた 111 名の
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海外におけるフォーサイト活動（その1）中国の技術予測活動の動向―全国技術予測会議と上海市の地域的戦略ロードマップより―
図表 5　デジタル上海の課題と担当機関構成
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　当研究所では、2014 年 4 月－10 月に第 10 回科学
技術予測調査（通称：デルファイ調査）を実施した。
本調査におけるデータに関係する課題は、全課題中



















不足しているという認識を持っている。この対応として、EU の FP7 のファンドを受けた EUDAT プロ


































　EUDAT の 起 源 は、PARADE（Partnership for 
Accessing Data in Europe）イニシアティブの活動















「ビジョン 2030」を策定し、2010 年 10 月に報告書
「Riding the wave」6）を提出した。EC はこの実現
に向けた call（公募）を実施し、その結果として、






































　EUDAT には、EC から Call9 の最大予算である
930 万ユーロが授与され、ファンディング期間は 3
年間、その他の出資と合わせて合計予算額は 1,630
万ユーロとして 2011 年 10 月 1 日に開始している9）。
（2015 年以降については後述）
　このプロジェクトは、開発・利用側として、EU
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レージを提供する 5 サイト（RZG, CINECA, SARA, 
CSC, FZJ）の記述があり、最初に 4 利用者コミュニ
























模データを EUDAT ストレージと HPC 施設、例え













































































































科 学 技 術 動 向　2015年 3・4月号（149号）
1）　「第 10 回科学技術予測調査結果速報 全体概要」、科学技術・学術政策研究所、2014 年 11 月：
　　http://www.nistep.go.jp/archives/1874
2）　村山 泰啓、林 和弘「オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その 1）科学技術・学術情報共有の枠組みの国際動向
　　と研究のオープンデータ」科学技術動向 , No.146, 2014 年 9 月 , p12-17：http://hdl.handle.net/11035/2972
3）　村山 泰啓、林 和弘「オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その 2）オープンデータのためのデータ保存・管理体
制」科学技術動向 , No.147, 2014 年 11 月 , p16-22：http://hdl.handle.net/11035/2990
4）　林 和弘、村山 泰啓「オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その 3）研究データ出版の動向と論文の根拠データの
公開促進に向けて」科学技術動向 , No.148, 2015 年 1 月 , p4-9：http://hdl.handle.net/11035/2999
5）　Damien Lecarpentier「The EUDAT Project Towards a European Collaborative Data Infrastructure」, Oct. 3, 2011：
http://www.verce.eu/Kickoff/Session1/VERCE-EUDAT.pdf




9）　Kimmo Koski 「EUDAT, BoF Session on e‐Infrastructure for science in Europe」, ISC’11 21 June 2011
10）「EUDAT」：http://www.eudat.eu/
11）Damien Lecarpentier「EUDAT Data Services, Tools &Knowledge 」, Nov. 11. 2014：
　　http://e-irg.eu/documents/10920/248525/EUDAT+Workshop+Rome+2014/3e756ce6-669b-41f2-b75b-afde20f3709e
12）Damien Lecarpentier「EUDAT: A New Cross-Disciplinary Data Infrastructure for Science」、The International 
Journal of Digital Curation　Volume 8, Issue 1, 2013
13）「Creating a pan-European data infrastructure」, July 23, 2014：
　　http://www.isgtw.org/feature/creating-pan-european-data-infrastructure
14）「Open data – What do EUDAT communities really think about it?」Jan. 5, 2015：
　　http://www.eudat.eu/news/open-data-%E2%80%93-what-do-eudat-communities-really-think-about-it
15）「The Data Harvest: How sharing research data can yield knowledge, jobs and growth」、RDA Europe Report, Dec. 
2014：http://europe.rd-alliance.org/sites/default/files/report/TheDataHarvestReport_%20Final.pdf
16）「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」：http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/index.html
　EUDAT の 2015 年以降の活動については、後継
プロジェクト（EUDAT2020）が設定されており、
Horizon 2020 プログラムからのファンド額として
約 1,900 万ユーロ、期間は 3 年間、パートナー数は
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1 はじめに 2 IoT とは何か




























































































表 3に示す。それぞれ、786 個の単語、363 個の単
語のリストに対し頻度分析を行った。
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application specific integrated circuit）などの専
用 LSI だけではなく、組み込みシステム：例えば




























































センター乳腺腫瘍科 佐伯俊昭 教授、上田重人 助










































重要度、国際競争力のスコア計算：非常に高いを 4 点、高い 3 点、低い 2 点、非常に低い 1 点として集計した。
4 おわりに
3 イメージング装置によるがんの診断と実例
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29
拡散光及び光超音波イメージングによるがん診断技術の展望
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1 はじめに 2 付加製造技術の最近の進展
付加製造技術の適用領域の拡大2-1











3.1 2.8 2020 2025
大量生産品と同等の精度・品質を持った部品・製品の
パーソナル生産
3.1 2.9 2020 2025
形の異なる部品のマスカスタマイゼーション生産
（変種大量生産/10 万個規模）
3.2 3.0 2021 2025
付加製造（アディティブ・マニュファクチャリング）による
メタマテリアルのコンシューマープロダクトへの適用
3.1 2.8 2021 2026








　図表 2に示すように、当研究所が 2014 年度に実
（産学独の専門家約 4,300 人に対するWeb アンケート結果、重要度・国際競争力は最低 1～最高 4の平均値）
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蒲生　秀典
科学技術動向研究センター　特別研究員
企業の研究所にてカーボンナノチューブや半導体薄膜を微細加工した微小電子源と表
示・照明デバイス応用の研究に従事。その間、（独）産業技術総合研究所、（独）物質・
材料研究機構、大学にて外来・客員研究員として共同研究に携わる。2010年 4月
より現職。（独）日本学術振興会真空ナノエレクトロニクス第158委員会委員、（社）
表面技術協会学術委員。京都大学博士（工学）。
オープンソース（ネット上の拠点）を世界に先駆け
て充実する施策も望まれる。
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